
チャレンジ ぼうさい in 原 
 

  原市民センターの役割 
 



原 

Ⅰ 廿日市市 原は どんなとこ？ 

原地区人口・世帯データ 
 

地区人口 約１５００人 
老年人口 約 ６００人 
地区世帯 約７３０世帯 
（高齢者単身世帯２０６世帯） 

 
原小学校児童数 ５２名 

 

国道４３３号線開通 
 

交通利便性の向上 
人口増の兆し 



2月14日 中国新聞記事 



春 

秋 
冬 



Ⅱ 原地区における過去の災害事例 

１９５１年 ルース台風での家屋倒壊 

１９９９年 大雨による河川氾濫 



２０１８年７月 西日本豪雨 土砂崩れ 



Ⅲ 三者連携の役割と期待される効果 

地域政策課 原市民センター 原地区自主防災 

防災推進 つなぐ 実行する 

情報共有 支援・協力 

具体的取組 情報発信 成果検証 

組織強化 
意識向上 

成果広報 



Ⅳ チャレンジプログラムの作成 

核となる取り組み 

各種団体との連携 

キャラクター作成 

毎月のセンター便りに 
防災コーナー記事 

既存の地区行事との
抱き合わせを基本に 



全家庭配付 





Ⅴ チャレンジぼうさい取組の様子 

５月市民運動会 

チャレンジ 
ぼうさい宣言 

自主防災 
＋ 

体育部 



６月 のぼり旗作成 

6月救命講習 

自主防災 
＋ 

町内会 



９月 保学合同避難訓練 

自主防災 
＋ 

小学校・保育園 



１０月 市民センターまつり 
パネル展示 

防災マップ 
過去の災害事例 
非常食プレゼント 

自主防災 
＋ 

市民センター・
小学校 



１１月 炊き出し訓練 
交流ウォーキング参加者への

昼食として 
おにぎり・豚汁 
を提供 

オール原 
（コミュニティ・体育協会・女性会・老人会・ 

自主防災会・市民センター） 



２月 防災訓練・講習会 

自主防災・地域政策課 
＋ 

消防団・消防署 



２月 アンケート調査実施 
チャレンジぼうさい in 原アンケート調査 

ご自分のことについて あてはまる番号に○をつけてください。 
性 別  １ 男性      ２ 女性 

 

年 齢  １ 小学生     ２ 中・高校生  ３ １９～３９歳 

        

     ４ ４０～６５歳  ５ ６６歳～ 

 

１ 今日の防災講習会に参加してどうでしたか。 （よければ選んだ理由を書いてください） 

 

 １ よかった   ２ どちらともいえない   ３ よくなかった 

 

  理由                                

 

２ チャレンジ防災の行事に参加しましたか。（参加したものに全部○をしてください） 

 

 ５月市民運動会（バケツリレー・担架リレー）  ６月救命講習会 

  

１０月原和く輪くまつり（防災展示コーナー）   どれも参加していない 

 

 

３ 昨年は災害の多い年でした。あなたの災害に対する意識は以前とくらべてどうですか？ 

 

 １ 前より意識が高くなった ２ さほど変わらない ３ 前より意識が低くなった 

 

４ 原地区に住んでいて最も危険を感じる災害は何だと思いますか 

 

 １ 地震   ２ 河川の氾濫  ３ 土砂崩れ  ４ 火災 ５ 強風による家屋倒壊 

 

６ その他（                               ） 

 

５ 災害に対してあなたは何か対策をしていますか。していると答えた方は、具体例を書いて 

ください。（例：家具の転倒防止、防災グッズの購入など） 

 

 １ 対策をしている       ２ 特に何もしていない 

 

  具体例                                   

 

 

６ 原地区防災の取組に対するご意見やご要望があればお書きください。 

 

 

 

  

                          ご協力ありがとうございました。 

検証と評価 
↓ 

次年度への改善 



Ⅴ 災害に負けないまちづくりをめざして 

 ７月６日（金）～ ８日（日） 西日本豪雨 ＜７１名＞ 
 ７月27日（金）～２９日（日） 台風１２号 ＜ １名＞ 
 ９月３日（月）～ ４日（水） 台風２１号 ＜ ０名＞ 
 ９月29日（土）～３０日（日） 台風２４号 ＜ １名＞ 
10 月５日（金）～ ６日（土） 台風２５号 ＜ ０名＞ 

平成30年（2018年）の原市民センターへ避難者数 

地区自主防災会議における振り返り 
 ○ 避難者が多かったのは、防災意識が高まったことも一因である 
 ○ 高齢者は家にとどまっている状況が見られる 
 ○ 避難行動要支援者のリストはあっても実動化できていない 
 ○ 実際に避難行動を促す仕組みや体制をつくる必要がある 
 

河川増水 
倒木による交通遮断 
家屋裏手土砂崩れ 
棚田石垣崩壊 



Ⅵ 市民センターの果たす役割 まとめ 

行政と地域のつなぎ役 

地区自主防災と地域団体とのつなぎ役 

支援と提供（活動場所・企画・情報発信） 

地区自主防災と地域住民とのつなぎ役 


